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１－１. マイ・タイムラインの必要性             
近年は、大型台風や前線による河川の氾濫・土砂災害・低地の浸水等が全国各地

で頻発しており、逃げ遅れによる多くの犠牲者が出ています。 

平成 30 年 7 月豪雨では、西日本から東海地方にわたる記録的な豪雨により水害

や土砂災害が発生し、多くの方々が犠牲になりました。大雨特別警報や土砂災害警

戒情報の発表、避難勧告等も発令され、最大級の警戒が呼びかけられたにも関わら

ず、多くの住民の避難に結びつかなかったことが、甚大な被害が発生した一因であ

ると指摘されています。 

このような被害にあわないようにするには、日頃から避難に向けて、いつ、どの

ような避難行動をとれば良いかを考えておくことが大切です。 

吉井川・旭川・高梁川上流大規模氾濫時の減災対策協議会は、住民一人ひとりが

避難について考える「マイ・タイムライン」の作成を推進しています。 
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マイ・タイムラインリーダーとは 

１－２. 本手引きの利用者の想定               
本書は、自治体職員や自治会の防災リーダー等が、住民に対してマイ・タイムラ

インの作成を指導できるよう、作成方法や指導手順、説明のポイントなどを取りま

とめたものです。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：マイ・タイムライン実践ポイントブック検討会_マイ・タイムラインガイド【Ver.1.0】） 
 

マイ・タイムラインの検討を各市町村で広めていくためには、地域の中でマイ・タ
イムラインを普及する「マイ・タイムラインリーダー」の存在が重要となります。 
マイ・タイムラインリーダーとなるための資質には、「水害リスクや防災情報に関す

る知識の習得」や、「マイ・タイムラインの検討方法を住民にわかりやすく説明できる
こと」等があります。本手引きでは、マイ・タイムラインリーダーを目指す方に向け
た解説も掲載しています。 
市町村職員の方は、自主防災組織等を対象にマイ・タイムラインリーダーを育成す

る際の参考として本手引きをご活用ください。 
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１－３. マイ・タイムラインとは               
 

マイ・タイムラインは、住民一人ひとりが

考える避難行動計画であり、台風の接近や前

線による大雨によって河川の水位が上昇す

る時に、自分自身が避難に向けて「いつ」、

「何をするのか」を時系列的に整理したものです。 

時間的な制約が厳しい洪水時に、行動のチェックリストとして、また避難判断

のサポートツールとして活用されることで「逃げ遅れゼロ」に向けた効果が期

待されています。 

 

マイ・タイムラインがある時！ ない時… 

平成 30年 7月の被害状況 
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２－１. 逃げキッドとは                  

マイ・タイムラインは、マイ・タイムライン検討ツール（逃げキッド）を使用

して作成します。 

「逃げキッド」は、マイ・タイムラインを作るお手伝いをするための入門的な

ツールです。 

川が氾濫するまでの一連の流れを理解し、発信される情報の種類や入手方法、

使い方を知ることで、どのタイミングでどのような準備をしておくかを考え、

整理することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

出典：国土交通省中国地方整備局 岡山河川事務所 高梁川･小田川緊急治水対策河川事務所 
講師用「逃げキッド」活用ガイドブック 
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■マイ・タイムラインの作成例 

マイ・タイムラインは、以下の様式に避難までの行動シールを貼り、さらに実
施すべき行動を記入することで完成します。 

 

 
  

並び替えた行動のシールを貼り、
その他に実施すべき行動は手書き
で記入しましょう。 
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STEP2 

STEP3 

STEP4 

STEP1 

STEP5 

２－２. 作成の流れ                    
 
マイ・タイムラインは、以下の 5 つのステップで作成します。 
マイ・タイムライン講習会の企画及び説明の流れについて、次のページから説

明します。 
 

 

 

 

自分たちの住んでいる地域の水害リスクを知る 

 過去の水害を知る 

 自宅の水害リスクを知る 

台風発生から川の氾濫までを学ぶ 

 川が氾濫するまでの流れを学ぶ 

 行政が発信する情報を学ぶ 

マイ・タイムラインの作成 

 洪水時の自分の行動を想定する 

 一人一人のタイムラインを作成する 

マイ・タイムラインを知る 

 作成したマイ・タイムラインを共有する 

意見交換 
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１－１ 使用する資料等の準備               

マイ・タイムラインの作成に向けて、以下の資料を準備します。必要に応じ

て、各自治体への資料の提供依頼を行います。 

■参加者用資料 

No 資料名 イメージ 入手方法 

1 
マイ・タイムライン作成
ツール 
「逃げキッド」 

 
 
 
 
 
 
出典：国土交通省関東地方整備局
HP 

国土交通省関東地方整備局 HP から
ダウンロード可能です。 
（国土交通省関東地方整備局： 
https://www.ktr.mlit.go.jp/） 
 
講習会等で多くの部数が必要な場合
は、関東地方整備局常陸河川国道事
務所までお知らせください。 

2 自治体の洪水ハザードマ
ップや防災マップ 

 自治体より配布、HP 等で公開されて
います。見つからない場合は各自治
体にお問い合わせ下さい。 

3 講習会用説明資料 

 雛形を本書に掲載しています。HP よ
りダウンロードも可能です。 

4 

講習会を実施する地域が
含まれる 
①浸水想定区域図 
②浸水継続時間図 
③家屋倒壊等氾濫想定区
域図 

 

 国土交通省ハザードマップポータル
サイト「重ねるハザードマップ」より
入手可能です。 
https://disaportal.gsi.go.jp/ 
自治体の洪水ハザードマップや防災
マップ等に記載されている場合は不
要です。 

5 
タブレットやスマートフ
ォン（河川水位などの情
報をインターネットで閲
覧するため） 

  

 

 
 
  

https://www.ktr.mlit.go.jp/%EF%BC%89
https://disaportal.gsi.go.jp/
https://disaportal.gsi.go.jp/
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１－２. 会場の準備                    
マイ・タイムラインやハザードマップに書き込むため、公民館などテーブルや

椅子のある会場を選定します。主な会場での準備物を以下の表に示します。 

■会場準備物の例 

準備物 必要数 

机 参加者 2 名につき 1 台 

椅子 参加者分 

マイク 1～2 本（必要に応じて判断） 

スピーカー 1 台 

プロジェクターorモニター 1 台 

HDMI 1 本（モニター等を使用する場合） 

延長コード 1 本 

■レイアウト事例 

  
ポイント：テーブルと椅子があるとよい。話し合いながらマイ・タイムラインを作

成するため  
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１－３. 当日のスケジュールの確保              

マイ・タイムライン講習会は、2 時間程度の時間が必要です。スケジュールの

標準例は、以下の通りです。 

 

次第 所要時間 時刻 

挨拶 10 分 10：00～10：10 

１．マイ・タイムラインの作成   

STEP1 マイ・タイムラインを知る 15 分 10：10～10：25 

 STEP2 自分たちの住んでいる地域の 

水害リスクを知る 

15 分 10：25～10：50 

STEP3 台風発生から川の氾濫までを学ぶ 20 分 10：50～11：10 

STEP4 マイ・タイムラインの作成 45 分 11：10～11：55 

STEP5 意見交換 10 分 11：55～12：00 
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<逃げキッドの使い方ガイド（動画）> 

２－１. 地域住民への説明にあたって             

第２章では、マイ・タイムライン講習会を開催するときの住民への説明の流れ
を解説します。 
本手引きでは、岡山河川事務所 HP で公開している講習会用説明資料

（PowerPoint）を使用する場合の説明の流れを掲載しています。 
また、国土交通省下館河川事務所 HP で公開されている、逃げキッド使い方

ガイド（動画）も説明資料の合間に活用しています。 
 
 
 
 
 
 

■逃げキッド使い方ガイド（動画） 

逃げキッドの使い方ガイド（動画）は、マイ・ムラインを作成する際に、逃げキ
ッドの使い方を解説する動画です。講演会や研修会等で地域住民の皆様にマイ・
タイムラインを作成頂く際に、進行を補完するツールとして役立ちます。 
動画は、下館河川事務所のホームページからダウンロードすることができま

す。（URL：https://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/shimodate00624.html） 

 
 Part1 「逃げキッド」ってなぁに？ 
 Part2 リスクを知ろう 
 Part3 タイムラインの考え方を知ろう(1) 
 Part4 タイムラインの考え方を知ろう(2) 
 Part5 マイ・タイムラインを作ろう、使おう 

 
出典：Part3 マイ・タイムラインの考え方を知ろう① 下館河川事務所 HP 
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■解説・ポイントの見方 
マイ･タイムライン作成の説明の際、説明する順番や注意事項等を逃げキッド

（マイ･タイムライン検討ツール）の資料に沿ってまとめています。 
 

  
資料のテーマ 

説明時間 
の目安 

資料の説明する順
序とポイント 

使用する資料 

動画のタイトル、
内容、視聴タイミ
ング、声掛けの方
法資料の説明する
順序とポイント 



  実践編 第２章 マイ・タイムライン講習会の説明の流れ 
 

12 

２－２. （STEP1）マイ・タイムラインを知る（1/3）    

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

 マイ・タイムライン検討ツール（逃げキッド）の封筒を開け、中身が全て封入されてい
るかを確認しましょう。 

P O I N T 

 説明時間 

分 5 
逃げキッド一式（封筒） 

①資料の確認 
本書 P.6の通り、マイ・

タイムライン検討ツー
ル（逃げキッド）の資料
は計 6点です。 
 
① チェックシート 
② 資料１ 
③ 資料２ 
④ マイ・タイムラインシ 

ート（シール付き） 
⑤ ヒント集 
⑥ チラシ 
 逃げキッドの各資料
があるか確認しましょ
う。 

視聴動画 
逃げキッドってなぁに？ 
動画内容 
・マイ・タイムライン、
逃げキッドとは？ 
・逃げキッドの各資料の
説明 
視聴タイミング 
①の説明前 
声掛け 
逃げキッドの中身を確認
しながら、動画を視聴す
るよう声掛けをしましょ
う。 
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２－２. (STEP1)マイ・タイムラインを知る（2/3）         

マイ・タイムラインは、マイ・タイムライン検討ツール（逃げキッド）を使用
して作成します。 

■マイ・タイムライン検討ツール（逃げキッド） 

マイ・タイムライン検討ツール（逃げキッド）は、洪水時における自分自身の
行動チェックリスト、また判断のサポートツールとして役立ちます。自分の家
族構成や生活環境にあった避難に必要な情報・判断・行動を把握してマイ・タイ
ムラインを作成し、「自分の逃げ方」を手に入れましょう。 
ツールは、河川情報センターのホームページからダウンロードできます。 
（URL：http://www.river.or.jp/jigyo/my-timeline_download.html） 

<マイ・タイムライン検討ツール（逃げキッド）の中身>  

① マイ・タイムライン作成のためのチェックシート 
② 「台風や前線が発生」してから「川の水が氾濫」するまでを知ろう!!   

（資料 1） 
③ 「台風や前線が発生」してから「避難」するまでの備えを考えよう!!  

（資料 2） 
④ 『マイ・タイムライン』をつくってみよう!!（シール付き） 
⑤ みんなでつくろう！マイ・タイムライン               

～マイ・タイムラインをつくるためのヒント集～ 
⑥ ご自宅に戻ったらみなおしてみましょう 

 
 
 
 

 
 
 
 

※以降はそれぞれ以下のように称します。 
① チェックシート 
② 資料１ 
③ 資料２ 
④ マイ・タイムラインシート 

⑤ ヒント集 
⑥ チラシ 
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２－２. (STEP1)マイ・タイムラインを知る（3/3）     

①  
②  
③  
④  
⑤  
⑥  
⑦  
⑧  
⑨  
⑩  
⑪  
⑫  
⑬  
⑭  
⑮  
⑯  
⑰  
⑱  
⑲  
⑳  
21  
22  
23  
24  
25  
26  
27  
28  
29  
30  
31  
32  

  

 

 マイ・タイムラインを作成する前に、自宅の水害リスクや家庭の状況、避難先を確認
し、避難に関して考えましょう。 

P O I N T 
 

説明時間 

分 20 
チェックシート 

①水害リスク 
ハザードマップから、

自宅がどのような水害
リスクがあるかを確認
しましょう。 
自宅や職場が土砂災

害警戒区域の区域内に
入っている場合は、浸水
深の下の空白に「土砂災
害警戒区域内」と記載し
てもらうよう進行しま
しょう。 

②家庭の状況チェック 
自分の家庭は、避難ま

でに何に注意するべき
かを考えましょう。これ
を踏まえて、避難開始の
タイミングや避難先な
どを考えましょう。 

③避難先の設定 
ハザードマップを確認して、どこに、どのように避難するか

を考えましょう。もし避難先が浸水する場合は、避難先を変え
る必要があるかもしれません。 
感染症対策で避難所も収容人数を制限する場合もあります。 
親戚・知人宅など、なるべく多くの避難する場所を考えても

らいましょう。 
持病をお持ちの方やペットを飼っている方は、避難所での集

団生活が可能か考えてもらいましょう。 
 

視聴動画 
リスクを知ろう 
動画内容 
・洪水リスクの確認方法 
・チェックシートの作成
方法 
視聴タイミング 
①の説明前 
声掛け 
ハザードマップとチェッ
クシートを確認しながら
動画を視聴するよう声掛
けをしましょう。 
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２－３. (STEP2) 自分の住んでいる地域や自宅のリスクを把握する   

 
自分の住んでいる地域や自宅のリスクを把握するため、チェックシートを使

用し、水害リスク、家庭の状況、避難先を把握しましょう。 
 

■水害リスクのチェック 

自宅の水害リスクを把握するために、自宅周辺のハザードマップや周辺の河
川の浸水想定区域図を確認しましょう。 

 
 
 
 
 
 

 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

出典：岡山河川事務所 HP_浸水想定区域図 
岡山市 HP・倉敷市 H_洪水ハザードマップ, 

   

自宅周辺の色から 
浸水する深さを 
判断する。 

周辺河川を管理する河川管理者の
ホームページからダウンロード 

 
岡山市・倉敷市のホームページからダウンロード 
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マイ・タイムラインリーダー向けのポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①ハザードマップの読み解き方 

ハザードマップは、河川の氾濫等によって浸水する範囲とその深さや、避難所等の
主要施設の場所を表した地図のことです。岡山市等のハザードマップでは、洪水と土
砂災害による影響の範囲が重ねて表示されています。 
また、マイ・タイムラインを検討する上で、浸水継続時間や家屋倒壊等のリスクも

重要な情報となります。これらの情報は、岡山河川事務所 HPで公表している洪水浸
水想定区域図を参照してください。 
さらに、重ねるハザードマップでは、さまざまな種類の災害によるリスクを重ねて

確認することができます。 

想定最大規模の場合 

計画規模の場合 

浸水深と浸水の目安 

≪重ねるハザードマップ QRコード≫ 

ハザードマップイメージ 

出典：国土交通省_重ねるハザードマップ  
 

出典：国土交通省水管理・国土保全局 
水害ハザードマップ作成の手引き 
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マイ・タイムラインリーダー向けのポイント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②浸水ナビ 

避難先や避難経路を確認するためには、自宅周辺の水害リスクをより詳細に入手す
ることが重要です。 

 浸水ナビでは、自宅や周辺に最も影響する破堤地点や、その地点が破堤した場合
の浸水被害を時系列で確認することができます。 

 マイ・タイムラインを作成後、具体的な避難方法を検討する際に参考として下さ
 

浸水ナビ 
QRコード 

●河川から選択 
特定の河川を選択すると、当該河川の 
所定の区間のすべての想定破堤点を表 
示します。 

●地点から選択 
特定の地点・住所・地名を指定する 
と、当該地点に影響を与える想定破堤 
点を表示します。 
スマートフォンの位置情報から現在地 
を指定し、表示することもできます。 

【想定破堤点を知る】 
自宅や事務所などが浸水するおそれがあるか分かります 

【浸水想定を知る】 
氾濫が生じた場合の浸水範囲や浸水深の変化が分かります 

検索した地点（図中では★で例示）
に影響を与えるすべての 
想定破堤点を表示 

想定破堤点の表示 
 

地図や地点名から検索 

選択した 
想定破堤点 

浸水が広がる様子をアニメーションで表示 

浸水シュミレーショングラフ 
（浸水深と継続時間） 

●想定破堤点を選択することで、氾濫した場合の浸水の広がりを 
地図上に示すほか、任意の指定地点の浸水深の時間変化をグラ 
フで表示します。 

出典：国土交通省_浸水ナビ 
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■家庭の状況チェック 

家庭の状況は、避難時間や避難方法などに影響するため、確認が必要です。 
 
（チェック項目）     （有無によって、変わる可能性があるもの） 
 車の有無     ⇒避難時間、避難方法 
 ペットの有無     ⇒避難先 
 持病薬の有無     ⇒避難前の準備 
 避難に支援が必要な人の有無   ⇒避難時間、避難方法 
 
 
 
■避難先のチェック 

災害時に自分がどこに避難すべきかを洪水ハザードマップで確認しましょう。 

 
例として岡山市のWEB版ハザードマップを以下に示します。 
  

  

ここから避難場所を確認します。 
避難先が浸水する恐れがある場合
は、別の避難所を考える必要があ
ります。 
注）指定緊急避難場所以外でも避
難可能 

出典：岡山市 HP_洪水＋土砂災害ハザードマップ  
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説明資料の解説・ポイント                

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 「台風が発生」してから「川が氾濫」するまでの時間や川の状態の変化について知り、
避難のタイミングを意識しましょう。 

P O I N T 

資 料 1 

①流れの把握 
地震災害や土砂災害

と違って、洪水は突発的
に発生する災害ではな
く、①～⑥の流れに沿っ
て徐々に発生していく
ことを説明します。 

②氾濫までの様子 
動画にもありますが、

資料 1右側のイメージ図
で、氾濫までの様子が整
理されています。 
動画視聴後に、あらた

めてイメージ図とキャ
ラクターのコメントを
説明することで、理解の
促進を図りましょう。 

説明時間 

分 10 
視聴動画 
タイムラインの考え方を
知ろう（１） 
動画内容 
・資料 1の説明 
視聴タイミング 
①の説明前 
声掛け 
資料 1を確認しながら動
画を視聴するよう声掛け
をしましょう。 
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２－４. (STEP3) 台風発生から避難までを学ぶ           

 
■避難までの主な備え 

台風発生から川の氾濫までの流れを、動画(以下参照)及び資料 1 で学ぶこと
ができます。 
動画を視聴した後に、資料１を読むことでより理解を深めることができます。 

 

 
 

 
出典：下館河川事務所 HP_Part3 マイ・タイムラインの考え方を知ろう①   
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マイ・タイムラインリーダー向けのポイント 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②河川水位と避難情報の関係 

避洪水に関する避難情報は、河川水位に基づいて発表されています。 
洪水時には、河川水位の状況を「洪水予報」という名前で、河川管理者（岡山河

川事務所）と気象台（岡山地方気象台）が共同で発表しています。 
そして、洪水予報に対応した住民に求める警戒レベル相当の避難情報を各市町村

から住民の皆さんに発表しています。 
河川水位の情報は、川の防災情報等で確認することができます。 

≪川の防災情報 QRコード≫ 

出典：気象庁 HP_指定河川洪水予報の標題 
 

≪河川横断図≫ ≪水位グラフ≫ ≪河川カメラ≫ 

出典：国土交通省_川の防災情報 
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説明資料の解説・ポイント                 

 
 
 
 
 

 

 

 

  

 

 「台風が発生」してから「川が氾濫」するまでの必要な備えを考えながら、防災に関す
るクイズに回答し避難時の注意点を学びましょう。 

P O I N T 

資 料 2 説明時間 

分 15 

②防災クイズ 
Q1～Q6 までのクイズを答えてもらい、自分の避難について考えましょう。 

＜防災クイズの答え＞ 
Q1：A ⇒自分の住んでいる地域に台風が近づいてきているかを確認します。 
Q2：A ⇒ころんでもケガをしないように、避難時は両手を空けます。 
Q3：B ⇒上流に降っていたら川は増水します。 
Q4：B ⇒「川の防災情報」や「川の水位情報」、テレビのｄボタンで川の水位が確認できます。 
Q5：A ⇒長靴に水が入ると重たくなり、動けなくなります。 
Q6：人それぞれ ⇒避難経路などの危ないところを確認しましょう！ 
例：蓋や策のない水路、土砂崩れの恐れがあるところ、傾斜や溝、段差があるところ 

 

①並び替え 
ア～カの行動を並び替え

て、右の空白に書き込みまし
ょう。 
実際に自分が避難する場

合、自分がどのような順番で
行動するかを考えましょう。 
この並べ替えに正解はあ

りません。自分の家庭に合っ
た順番であれば、正解です。 
受講者の記載が概ね終わ

ったところで、次頁の記載例
1～3 に該当する方に手を挙
げてもらうと、備えも人それ
ぞれ順序があることを共有
できます。 
 

視聴動画 
タイムラインの考え方を
知ろう（2） 
動画内容 
・資料 2の説明 
視聴タイミング 
①の説明前 
声掛け 
資料 2を確認しながら動
画を視聴するよう声掛け
をしましょう。 



  実践編 第２章 マイ・タイムライン講習会の説明の流れ 
 

23 

■避難までの主な備え 

マイ・タイムラインの作成に向けて、避難行動に関するクイズと主な備えの並
べ替えを考えてみましょう。 
「クイズ」と「備えの並び替え」をすることで、避難までの基礎的な行動を学

ぶことができます。 
 

  

  

避難までの正しい行動
を選んで記入します。 

適切な避難までの行動の順番は
人によって異なるため、シール
の順番に正解はありません。 
例：イ→エ→カ→オ→ウ→ア 
  ウ→イ→エ→カ→オ→ア 
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説明資料の解説・ポイント                 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 「台風が発生」してから「川が氾濫」するまでの避難行動を、行政から発信される情報
や川の状態と照らし合わせて、自分たちのマイ・タイムラインを作りましょう。 

P O I N T 

マイ・タイムラインシート ( +シール ) 説明時間 

分 35 

①シールの貼り付け 
警戒レベルシール 
・警戒レベル３、４はど
のような時に発表され
るかを考え、警戒レベル
シールを貼りましょう 
主な備えシール 
資料２で並び替えた

ア～カのシールと避難
完了シールを貼りまし
ょう。 
避難完了から貼って

いくと、いつまでに避難
するべきか明確になり、
他のシールをスムーズ
に貼ることができます。 

②その他の行動 
シールの主な備えだけではなくて、その他の行動を書き出

します。「そなえの例」を読み上げて、シール以外に自分の備
えを考えて頂くようにしましょう。 

③全体共有や周囲の人と相談 
 周囲の人と一緒になってマイ・タイムラインを作成することで、必要な備えに気付く場
合があります。相談しながら作成して頂くよう促したり、発表により他の人の備えを聞い
たりすることで、共有したり工夫を行いましょう。 

視聴動画 
タイムラインの考え方を
知ろう（3） 
動画内容 
・マイ・タイムラインシ
ートの作成方法の説明 
視聴タイミング 
①の説明前 
声掛け 
マイ・タイムラインシー
トとシールを確認しなが
ら動画を視聴するよう声
掛けをしましょう。 
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２－５. (STEP4) マイ・タイムラインを作成する       
■主な備えのシール 

警戒レベル３、４のシールと主な備えのシールを貼りましょう。 
主な備えのシールは、資料２で考えた順序とし、行政から発信される情報など

のタイミングを考えながら貼りましょう。 

  

警戒レベルのシールを
貼ります。 

 

主な備えのシールを貼ります。 
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■シール以外の備え 

家庭の状況や避難先への距離などを考慮して、シールに書かれているその他
の備えをマイ・タイムラインシートに記入しましょう。 

 
情報収集 

 週間天気予報を確認する 
 台風・気象・洪水情報を確認する 
 身近な川の水位情報を確認する 
 運休、通行止め情報を確認する  

事前の備え 
 洪水ハザードマップを確認する 
 備蓄品、常備薬を確認する 
 家族の予定を確認する 
 家の周りを確認し、補強や止水対策を行う 
 停電・断水・ガス停止・トイレの使用不可に備える 
 家財道具を上階や高い棚の上などに移動する 
 マイ・タイムラインを確認する 
 要配慮者等の避難先、避難手段を確認する 
 避難先での感染症対策を確認する  

連絡 

 避難所の開設状況を確認する 
 縁故避難先へ連絡する 
 福祉避難所へ連絡する 
 避難所がペットの受け入れ可能かを確認する  

直前の準備 

 不足品を買い足す 
 携帯電話を充電する 
 携帯電話のモバイルバッテリーを準備する 
 要配慮者の持ち出し品、常備薬の詰め込み作業を開始する 
 非常持ち出し品、常備薬を確認する 
 火の元（ガス元栓）、戸締りを確認する 
 

避難開始 

 浸水しない階に垂直避難を開始する 
 要配慮者の避難を開始する 
 残りの家族の避難を開始する 
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説明資料の解説・ポイント                 

 
 
 
 
 

 

 避難に関する情報や避難時に持っていくものなど、より詳しく学習する場合に、ヒン
ト集を読んで、より理解を深めましょう。 

P O I N T 

ヒ ン ト 集 説明時間 

分 5 
① ヒント集 
講習会では、ヒント集

の中身の説明は不要だ
と考えています。 
出席者が自宅に帰っ

てからより理解を深め
るために、読んでみまし
ょう。 
 
【ヒント集の内容】 
・マイ・タイムライン作 
成について 

・避難開始までの準備 
・今後の天気の確認 
・川の水位の確認 
・避難に役立つ情報の確 
認 
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動画の視聴 
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 参考資料 
 

31 

 

ハザードマップの確認 
 

チェックシート① 

 
チェックシート② 

 

チェックシート③ 

 

マイ・タイムラインの作成手順 
 

動画の視聴 
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降雨発生から避難行動までの一連の流れ 

 

動画の視聴 

 
並び替え、クイズ 

 
並び替えの答え合わせ 

クイズの答え合わせ① 
 

クイズの答え合わせ② 
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マイ・タイムラインの作成④ 

 
ヒント集の説明 

 
チラシ 
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意見交換 
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